
小正月（1月14日）の伝統行事どんと祭。裸参りは今年で
25回を数えます。どんと祭が行われる町中の六つの神社
（天神社、神明社、八幡神社、金比羅神社、青麻神社、斗蔵神
社）に、手に鳥追い棒を持った白サラシとパッチや締め込
み姿の若者たち約100名の男女が詣で、1年の家内安全、
無病息災、商売繁昌を祈願し「ヤー、ホイホイホイ」の掛け
声とともに町中を二時間半にわたり練り歩くものです。

毎年1月14日
かくだどんと祭り裸参り ●年頭のご挨拶（宮城県商工会連合会長）  （2）

　　　　　　　（宮城県知事）  （2）

●復興への道標（石巻かほく、多賀城 •七ヶ浜）  （3）

●第51回商工会全国大会  （4）

●2011ニッポン全国物産展  （4）

●地域弁護士制度キックオフセミナー  （5）

●災復興支援に関する講習会  （5）

●宮城県最低賃金改正  （5）

●宮城県産業復興相談センター  （6）

●ジョブカードセンター  （7）

●青年部 •女性部コーナー  （8）

■開催日時／平成24年1月14日（土）
　　　　　　18：30～21：00
■開催場所／角田市内各神社
■問合せ先／かくだどんと祭り裸参実行委員会
　　　　　　（角田市商工会内）
　　　　　　TEL0224-62-1242

天　　野　　　忠　　正
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年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。初

め
に
、
こ
の
度
の
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
改
め
て
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
て
か
ら
九
カ
月
余

り
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら

の
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
復
旧
・
復
興

に
向
け
懸
命
に
取
り
組
み
、
着
実

に
そ
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
に

よ
る
爪
痕
は
依
然
と
し
て
大
き

く
、
今
も
な
お
不
便
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
大
勢
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
々
が
早
期
に

生
活
再
建
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
を
一
段
と
加
速
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
昨
年
十
月
に
、
県
議

会
の
同
意
を
得
て
、
今
後
十
年
間

の
復
興
の
道
筋
を
示
す
「
宮
城
県

震
災
復
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
は
「
災
害

に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
県
民
一
人
ひ
と
り
が

復
興
の
主
体
・
総
力
を
結
集
し
た

復
興
」
な
ど
五
つ
の
基
本
理
念
と

と
も
に
、
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら

の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
必

要
な
各
種
の
取
り
組
み
を
掲
げ
ま

し
た
。

今
後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
真
の

復
興
を
成
し
遂
げ
る
ま
で
に
は
、

数
多
く
の
困
難
が
待
ち
受
け
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

共
に
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
い
け

ば
、
必
ず
や
そ
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
一
年
を
「
飛
躍
の

年
」
と
捉
え
、
県
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
宮
城
の
再
生

と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
全
身

全
霊
を
傾
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。年

頭
に
当
た
り
皆
様
方
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

天　

野　

忠　

正

年
頭
に
あ
た
り
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

初
め
に
、
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
り

被
災
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、

そ
し
て
ご
家
族
並
び
に
従
業
員
の

皆
様
に
対
し
改
め
て
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
震
災
で
は
、
全
国
の
商

工
会
会
員
事
業
所
よ
り
多
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
逸
早
い
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
こ
と

が
皆
様
方
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
支

援
に
報
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
景
気
の

低
迷
が
続
く
中
、
大
震
災
や
歴
史

的
な
円
高
、
欧
州
諸
国
の
信
用
不

安
な
ど
に
よ
り
先
行
き
は
極
め
て

不
透
明
で
あ
り
、
特
に
、
地
方
の

中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
商
工
会
地
区
に
お
い
て

は
中
心
市
街
地
と
周
辺
部
の
地
域

間
格
差
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
特

に
震
災
地
域
に
お
い
て
は
復
興
計

画
の
遅
れ
等
に
よ
る
事
業
所
の
移

転
・
廃
業
が
相
次
ぎ
、
過
疎
化
・

高
齢
化
と
相
ま
っ
て
地
域
経
済
は

停
滞
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
会
で
は
今
年

を
「
復
興
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
を
最
優

先
課
題
と
し
、
組
織
の
総
力
を
結

集
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

更
に
、
商
工
会
組
織
の
存
在
意

義
を
明
確
に
す
る
た
め
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
巡
回
訪
問

を
強
化
し
、
会
員
支
援
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
と
ら
え
、
き
め
細
か
な
支

援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
、
地
域
経
済
の
再
生
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
商
工
会
事
業

へ
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
す
と
と
も
に
厳
し

い
経
営
環
境
の
変
化
に
積
極
的
に

挑
戦
し
、
こ
の
震
災
を
乗
り
越
え

て
い
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
念
願

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

復
興
元
年　

総
力
の
結
集
を

ふ
る
さ
と
宮
城
の
再
生
に
向
け
て
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業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。開

店
を
祝
う
た
め
、「
お
が
つ
復

興
市
」
が
同
日
開
催
さ
れ
、
商
店

街
の
出
店
者
も
含
め
て
二
十
店
舗

が
石
巻
焼
き
そ
ば
、
野
菜
な
ど
の

販
売
を
行
い
、
地
区
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
人
達
で
、
久
し
ぶ
り
の
賑
わ

い
に
歓
喜
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

石
巻
か
ほ
く
商
工
会
で
は
、
雄

勝
地
区
に
は
約
二
〇
〇
の
会
員
事

業
所
お
り
ま
し
た
が
、
七
、八
割

が
被
災
し
て
お
り
、
復
興
市
に

は
、
店
こ
屋
街
の
事
業
者
や
地
元

の
漁
業
団
体
等
か
ら
、
二
十
事
業

所
が
出
店
し
、
雄
勝
中
学
校
一
、

二
年
生
二
十
一
名
に
よ
る
廃
タ
イ

ヤ
で
作
っ
た
太
鼓
の
演
奏
や
、
雄

勝
小
学
校
五
・
六
年
生
二
十
五
名

に
よ
る
南
中
ソ
ー
ラ
ン
の
披
露
が

あ
り
、
開
店
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

石
巻
市
雄
勝
町
の
仮
設
商
店
街

「
お
が
つ
店
こ
屋
街
（
た
な
こ
や

が
い
）」
が
、
十
一
月
十
九
日
旧

雄
勝
総
合
支
所
駐
車
場
に
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
。

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
雄
勝

地
区
は
、
仮
設
で
は
あ
り
ま
す
が

八
カ
月
ぶ
り
に
商
店
街
が
完
成

し
、
不
便
を
強
い
ら
れ
て
き
た
地

域
住
民
が
開
店
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

開
店
を
記
念
し
て
「
お
が
つ
復

興
市
」
も
開
催
さ
れ
、
開
店
に
先

立
っ
て
式
典
が
行
わ
れ
、
入
居
店

舗
で
組
織
す
る
「
お
が
つ
店
こ
屋

街
共
栄
会
」
の
澤
村
文
雄
会
長
が

「
一
人
で
も
多
く
の
人
が
雄
勝
に

帰
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
、
店
こ
屋

街
で
頑
張
り
た
い
。」
と
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

店
こ
屋
街
は
、
プ
レ
ハ
ブ
二
階

建
の
二
棟
で
構
成
さ
れ
、
延
べ
床

面
積
は
六
百
二
十
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
食
料
品
店
や
海
産

物
店
、
す
し
店
、
自
動
車
整

備
販
売
会
社
、
雄
勝
硯
（
す

ず
り
）
生
産
販
売
協
同
組
合

な
ど
十
一
の
事
業
所
が
入
居

し
て
お
り
ま
す
。

敷
地
は
石
巻
市
が
提
供

し
、
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
が

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の

支
援
を
受
け
建
設
を
推
進
し

て
来
ま
し
た
。
入
居
期
間
は

二
年
間
で
あ
り
、
石
巻
市
か

ら
無
償
で
店
舗
を
借
り
、
営

十
二
月
十
一
日
㈰
、
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
七
ヶ
浜
町
の
仮
設
店
舗

「
七
の
市
商
店
街
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
七
ヶ
浜
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
入
り
口
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
仮
設
店
舗
は
、
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
の
支
援
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
鮮
魚
店
、
青

果
店
、
理
美
容
店
な
ど
七
店
舗
が

入
居
し
て
い
る
。

七
ヶ
浜
町
で
は
、
東
日
本
大

震
災
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、

六
百
五
十
九
棟
の
家
屋
が
流
失
・

全
壊
し
、
そ
の
大
半
の
町
民
が
仮

設
住
宅
で
不
便
な
生
活
を
送
って
い

る
。そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
支
援
を

活
用
し
、「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
、
そ

し
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
復
興
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
し
、
仮
設

住
宅
入
居
者
の
「
働
け
る
場
」
と

「
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
場
」

を
演
出
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
、

今
回
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
至
っ
た
。

入
居
さ
れ
た
事
業
者
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で
、
出

店
の
準
備
物
（
机
、
イ
ス
、
商
品

陳
列
棚
等
）
が
支
援
さ
れ
、
入
居

者
の
開
店
準
備
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
た
。
入
居
し
た
事
業
者
か
ら
は
、

「
店
舗
も
住
居
も
被
災
し
、
先
が

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
仮
設
店
舗
に

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

助
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

こ
れ
ま
で
自
家
用
車
等
が
津
波

で
流
さ
れ
、
買
い
物
が
不
便
だ
っ
た

方
も
、「
七
の
市
商
店
街
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
で
、
買
物
利
便
性

が
向
上
し
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

買い物に繰り出す市民

久々の交流を楽しむ人々

待望の仮設店舗開店を祝う市民

八
か
月
ぶ
り
の
商
店
街

「
お
が
つ
店た

な

こ
屋や

が

い街
」
に
歓
喜
の
声

石
巻
か
ほ
く
商
工
会

住
民
の
集
い
の
場

「
七
の
市
商
店
街
」
オ
ー
プ
ン

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

復
興
へ
の
道
標
⑤

復
興
へ
の
道
標
⑥
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去
る
十
一
月
二
十
四
日
、
東
京

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第

五
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会
が
枝

野
経
産
大
臣
を
は
じ
め
多
数
の
来

賓
を
迎
え
、
全
国
各
地
よ
り
商
工

会
関
係
者
約
三
千
名
が
参
加
し
、

開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
冥
福
を

祈
り
黙
祷
、
そ
の
後
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩

十
一
月
二
十
五
日
㈮
か
ら

二
十
七
日
㈰
の
三
日
間
、
東
京
・

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お

い
て
「
地
域
力
宣
言
２
０
１
１

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
開
催

さ
れ
、
全
国
三
百
八
十
二
の
事
業

所
が
出
展
、
期
間
中
十
三
万
六
千

人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

本
物
産
展
は
、
全
国
の
地
域
資

源
等
を
活
用
し
て
開
発
さ
れ
た
特

産
品
を
中
心
に
、
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
産
品
を
一
堂
に
集
め
、

そ
の
成
果
普
及
や
、
各
地
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
産
業
お
こ
し
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
自
立
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
商
工

会
連
合
会
が
開
催
し
て
い
る
。

本
県
か
ら
は
、
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
や
商
工
会
む
ら
お

こ
し
事
業
等
に
て
開
発
さ
れ
た
商

品
を
中
心
に
十
一
事
業
所
が
出

展
、
漬
け
物
や
海
産
物
、
飲
料
・

菓
子
類
な
ど
を
宮
城
の
ブ
ラ
ン
ド

商
品
と
し
て
販
売
し
、
多
く
の
来

場
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
た
。

手
・
宮
城
・
福
島
の
県
連
会
長
等

が
全
国
各
地
か
ら
の
物
心
両
面
に

お
け
る
支
援
に
対
す
る
御
礼
と
今

後
の
継
続
的
な
支
援
を
訴
え
た
。

野
田
総
理
大
臣
（
代
読
・
長
浜

内
閣
官
房
副
長
官
）
は
「
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
商
工
会
に
敬
意
を
表

す
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
円

高
、
内
需
の
縮
小
な
ど
厳
し
い
現

状
を
打
破
し
、
明
る
さ
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
中
小
企
業
の
力
が
必

要
」
と
商
工
会
の
活
動
に
期
待
を

ま
た
、
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
栗
原
南
部

商
工
会
㈱
ダ
イ
チ
の
「
漢
方
和
牛

大
和
煮
」
が
審
査
委
員
特
別
賞
を

受
賞
す
る
と
と
も
に
、
今
回
で
二

回
目
と
な
っ
た
「
全
国
ご
当
地
お

や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
河
南

桃
生
商
工
会
㈲
風
月
堂
の
「
ず
ん

だ
餅
」
が
第
五
位
に
入
賞
し
た
。

さ
ら
に
、
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
も

多
数
来
場
い
た
だ
き
、
各
所
で
名

刺
交
換
や
商
品
説
明
が
行
わ
れ
、

今
後
の
販
路
拡
大
に
繋
が
る
出
会

い
の
場
と
な
っ
た
。

示
し
た
。

大
会
で
は
以
下
の
五
項
目
に
つ

い
て
決
議
が
な
さ
れ
た
。

一
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に

対
す
る
支
援

二
、
地
方
に
活
力
を
与
え
る
景

気
対
策
の
実
行

三
、
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策

の
拡
充
及
び
支
援
体
制
の

強
化

四
、
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活

動
の
強
化

五
、
新
た
な
五
十
年
に
向
け
た

商
工
会
の
組
織
力
の
強
化

ま
た
大
会
に
先
立
ち
、
天
野
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
本
会
三
役

が
、
衆
参
議
員
会
館
を
訪
問
し
、

本
県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
施
策

に
取
組
む
よ
う
要
望
を
行
っ
た
。

御礼と支援を訴える天野会長

盛会裏に開催された商工会全国大会

多くの来場者で賑わう会場風景

要望書を手渡す県連役員

東
日
本
大
震
か
ら
の

復
興
を
期
し
て

　

︱
第
五
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会
︱

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
！

〜「
地
域
力
宣
言
２
０
１
１
ニ
ッ
ポ
ン

全
国
物
産
展
Ｉ
Ｎ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」〜
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中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
に
向
け
て

地
域
弁
護
士
制
度

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

「
真
の
経
営
者
と
な
る
た
め
に

生
き
抜
く
力
を
学
ぶ
！
」

震
災
復
興
支
援
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

十
一
月
二
十
二
日
㈫
、
ア
ー
ク

ホ
テ
ル
仙
台
に
お
い
て
「
震
災
復

興
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
二
部
構
成
で
、

第
一
部
で
は
、
宮
城
県
経
営
支
援

課
八
鍬
政
信
主
幹
よ
り
「
宮
城
県

産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
宮

城
産
業
復
興
機
構
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
十
一
月
十
六
日
よ
り

開
設
さ
れ
た
当
相
談
業
務
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
の
流
れ
や
利
用
手
順

等
、
買
取
機
構
の
仕
組
み
等
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
仙
台
北
税
務
署
の
林
広

光
指
導
官
よ
り
「
震
災
特
例
法
の

概
要
」
を
テ
ー
マ
に
、
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
資
産
損
失
額
の
控
除
方

法
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
震
災
度
合

い
に
合
わ
せ
た
合
理
的
な
計
算
方

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
直
接
的

又
は
間
接
的
な
被
害
を
受
け
た
中

小
・
小
規
模
企
業
者
を
対
象
に
、

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
（
十
一

月
十
五
日
㈫
開
催
）
及
び
仙
台

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
十
六
日
㈬
開

催
）
に
お
い
て
「
震
災
復
興
支
援

に
関
す
る
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、㈱
ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
立
石
裕
明

氏
よ
り
「
真
の
経
営
者
と
な
る
た

め
に
、
生
き
抜
く
力
を
学
ぶ
！
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

講
師
の
立
石
氏
は
、
自
ら
の
事

業
も
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し

た
経
験
を
踏
ま
え
、
仮
設
住
宅
に

住
む
被
災
者
へ
の
御
用
聞
き
活
動

の
重
要
性
や
、
経
営
者
と
し
て
生

法
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
女
川
町
商
工
会

青
山
貴
博
主
幹
よ
り
「
被
災
事
業

者
の
現
状
と
商
工
会
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
、
女
川
町
の
現

状
や
当
商
工
会
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
、
被
災
事
業
者
が
抱
え
る

問
題
・
課
題
に
対
す
る
支
援
策
等

に
つ
い
て
発
表
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
曽
我
法
律
事
務
所
曽

我
陽
一
弁
護
士
か
ら
「
弁
護
士
業

務
と
相
談
依
頼
の
留
意
点
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
種
法
律
相
談
や
本

会
が
実
施
し
て
い
る
地
域
弁
護
士

制
度
の
概
要
、
弁
護
士
と
商
工
会

が
連
携
し
て
行
う
会
員
事
業
者
へ

の
積
極
的
な
支
援
方
法
等
に
つ
い

き
延
び
る
た
め
に
自
ら
の
経
営
内

容
を
把
握
す
る
必
要
性
、
経
営
革

新
と
は
常
日
頃
の
経
営
の
延
長
線

に
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
宮
城
県
経
営
支
援
課

八
鍬
政
信
主
幹
よ
り
震
災
特
別
貸

付
の
概
要
や
利
子
補
給
制
度
等
の

宮
城
県
が
実
施
す
る
施
策
制
度
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

て
発
表
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
貝
山
事
務
局
長
が
座

長
と
な
り
、
地
域
弁
護
士
制
度
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
弁
護

士
が
仙
台
市
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
や
、
そ
れ
以
外
の
市
町
村
部
に

お
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が

事
業
承
継
や
債
権
回
収
等
の
経
営

課
題
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る

法
的
助
言
を
得
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
か

つ
適
切
な
法
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
地
域
弁
護
士
制
度
の
効
果

的
か
つ
円
滑
な
導
入
に
つ
い
て
弁

護
士
と
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

被災状況を報告する青山主幹

体験談を熱弁する立石氏

弁護士との連携を説明する曽我弁護士

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました
地域別最低賃金 時間額 効力発生日
宮城県最低賃金 675円 平成23年10月29日

宮城県産業別最低賃金 時間額 効力発生日
鉄鋼業 781円

平成23年12月16日
電子部品・デバイス・電子回路・電気
機械器具、情報通信器具製造業

744円

自動車小売業 747円

平成23年度の宮城県最低賃金は、そ
れぞれ上記の金額に引上げとなりまし
た。詳しいことは宮城県労働局労働基準
部賃金室（電話022-299-8841）ま
たは、最寄りの労働基準監督署にお問合
わせ下さい。

発行　平成24年1月1日（5）第281号 発行　平成24年1月1日



宮城県産業復興相談センターが開設
〜二重債務問題への対応強化等〜

この度、公益財団法人みやぎ産業振興機構を設置主体とした「宮城県産業復興相談センター」が開設され、東
日本大震災により甚大な被害を受けた県内中小企業者等の二重債務問題への対応や事業再生に向けた支援体制の
構築が進められることとなりました。
本事業は、個人事業者や小規模事業者等を含め、東日本大震災により被害を受けた幅広い事業者に対応し、ヒ
アリングした実情に応じ以下のようなきめ細かなサポートを実施します。
また、県内には一次的な相談窓口として商工会及び商工会議所に「復興相談センター地域事務所」を設置し、
震災アドバイザーを配置するなどして相談に応じております。

（１）関係支援機関・支援施策の紹介等
（２）事業計画・再生計画の策定支援
（３）宮城産業復興機構による債権買取の支援

本事業の仕組み

◆相談窓口
宮城県産業復興相談センター
〒９８０−０８０２
宮城県仙台市青葉区二日町１２−３０
電話０２２−７２２−３８５８　　ＦＡＸ０２２−２２７−０１８７
または、県内の商工会及び商工会議所

商工会
が

お勧め
する

自主記帳ネットde記帳

詳しくは最寄りの商工会までお問い合わせください。

今年も手書きですか？
インターネットでできる
中小企業会計システム ネットde記帳ネットde記帳ネットde記帳
・インターネット環境及びパソコンがあ
ればお申し込み後すぐにご利用いただ
けます。インストールや導入設定は不
要です。

すぐに使えます！
・伝票処理や操作方法等、システム・会計
全般に関することを、商工会がしっかり
手厚くサポートします。セキュリティー
も万全です。

初めてでも安心！
・日々の会計処理等を行うだけで、通常帳
票に加え、青色申告決算書、も出力でき
ます。

日々の入力で税務書類まで作成！
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お申込・お問い合わせ・資料請求はお近くの商工会へ

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

全国商工会会員福祉共済 ライフスタイルと必要補償額に応じて、
加入プランをご検討いただけます!
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場
権
を
手
に
し
た
。

次
い
で
、
タ
レ
ン
ト
の
ゆ
う
た

ろ
う
氏
を
講
師
に
迎
え
「
地
方
の

変
革
は
若
者
の
元
気
か
ら
」
と
題

し
講
演
が
行
わ
れ
た゚

講
師
か
ら
震
災
か
ら
の
復
興

等
、
地
域
の
発
展
に
は
青
年
部
員

の
よ
う
な
若
い
力
が
欠
か
せ
な

い
、
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
て
こ
れ

か
ら
も
邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
と

熱
く
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
情

報
交
換
の
輪
が
広
が
り
本
研
修
会

は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

会
女
性
部
よ
り
東
松
島
市
商
工
会

女
性
部
へ
湯
た
ん
ぽ
百
個
と
ホ
ッ

カ
イ
ロ
三
百
個
が
贈
ら
れ
る
な

ど
、
心
暖
ま
る
支
援
物
資
を
頂
戴

し
た
。

佐
々
木
智
徳
君（
加
美
）最
優
秀
賞
受
賞

︱
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
︱

第
十
八
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が

十
一
月
十
五
日
、
山
形
県
山
形
市

「
山
形
国
際
ホ
テ
ル
」
を
会
場
に
、

東
北
北
海
道
の
各
地
か
ら
青
年
部

員
三
百
三
十
名
の
参
加
の
下
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
、
商
工
会
青
年
部

員
を
対
象
に
、
部
員
相
互
の
交
流

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
て
、
宮
城
県
内
各
地
の
女
性

部
が
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
震
災
復
興
事

業
を
行
っ
た
。

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、「
第

四
十
回
飯
野
川
歩
行
者
天
国
ま
つ

り
」
に
お
い
て
被
災
地
域
の
特
産

品
等
の
販
売
や
無
料
試
食
会
を

行
っ
た
。

栗
原
・
登
米
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

「
登
米
市
観
光
物
産
大
博
覧
会

２
０
１
１
」
の
中
で
義
援
金
募
集

を
通
し
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
部
員
の
資
質
向
上
を
図
る

の
為
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な

ど
を
実
施
、
更
に
栗
原
エ
リ
ア
で

は
栗
原
市
の
「
産
業
ま
つ
り
」
に

来
場
し
た
お
客
様
に
抹
茶
・
さ
く

ら
茶
等
を
ふ
る
ま
っ
た
。

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
「
〜
が
ん

ば
ろ
う
！
宮
城
〜
食
材
王
国
み
や

ぎ
地
産
地
消
市
場
」
に
お
い
て
、

被
害
を
受
け
た
仙
南
地
域
の
特
産

品
等
の
販
売
支
援
を
行
っ
た
。

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
で
は｢

あ
・
ら
・

伊
達
な
道
の
駅
広
場｣

｢

加
美
町

事
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
で
一
八
回
目

を
迎
え
る
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会

が
行
わ
れ
、
各
道
・
県
商

工
会
青
年
部
の
代
表
者
七
名
が
自

分
達
の
青
年
部
活
動
や
体
験
を
通

し
て
得
た
喜
び
や
誇
り
、
意
見
な

ど
を
表
現
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
、
十
分
間
の
持
ち
時
間
を

フ
ル
に
活
用
し
熱
弁
を
奮
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
本
県
代
表
の

佐
々
木
智
徳
君
（
加
美
商
工
会
青

年
部
）
が
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
、
来
年
二
月
七
日
、
和
歌
山
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出

秋
ま
つ
り｣

｢

美
里
町
産

業
復
興
祭｣

｢

鹿
島
台
互

市｣

の
四
会
場
に
お
い
て

募
金
活
動
と
特
産
品
及
び

物
産
品
の
販
売
を
行
う
と

と
も
に
、
避
難
住
民
に
対
し
て
四

地
区
の
食
材
を
活
用
し
た
無
料
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
鍋
を
提
供
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
、
事
業
を
通

じ
て
、
被
災
地
域
の
事
業
者
に
対

す
る
商
品
販
売
や
販
路
拡
大
に
よ

る
復
興
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
。

ホ
ッ
ト
す
る
支
援
に
感
謝
を

三
重
県
小
俣
町
商
工
会
女
性
部

よ
り
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
女
性
部

へ
ひ
ま
わ
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
百
個

が
、
更
に
秋
田
県
北
秋
田
市
商
工

女
性
の
感
性
を
生
か
し
た
復
興
事
業

︱
ブ
ロ
ッ
ク
別
震
災
復
興
支
援
事
業
︱

最優秀賞に輝く佐々木智徳君

笑顔で迎える三陸ブロック女性部の皆さん
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